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毎年‘恒例となっている講演会ならびに交流会は、１１月２６日東京お茶の水池坊会館で

開催された。折りしもインカレ開催中であったが、今年度から日本協会専務理事に就任さ

れた樋口隆之氏にご多忙の中お越しいただき「これからの日本のバスケットボールについ

て」講演いただいた。

樋口隆之氏プロフィール

１９４６年東京都出身６５歳

１９６９年東京教育大学卒業

１９６９年～日本鉱業選手

１９８２年～８４年日本鉱業ヘッドコーチ

１９８８年～日本実連理事

１９９１年～日本協会理事

１９９５年～日本実連理事長

２０１１年～日本協会専務理事

趣竪琴Ｆ
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秋の講演会。交流会を開催

日本協会専務理事樋口隆之氏講演

日

１崖』

＜樋口専務理事講演概要＞

今年度から専務理事を仰せつかりましたが、暫くバスケットボール界から遠ざかってお

りましたので新入社員のような心境です。振興会の皆さんには日頃日本協会へのバックア

ップとご協力をいただいていることに感謝申し上げます。

最初に世界の'情勢からお話をしてみたいと思います。ＦＩＢＡでは２００３年に事務総

長がパトリック・ボウマン氏に代わってから変革が進んできております。オリンピックや

世界選手権について世界を六つのブロック（大陸）に分けて各大陸ごとに代表チームを割

り振り、それぞれのブロックの中で更に地域ゾーンを設けて予選を行う方式としました。

アジアでも東アジア、西アジア、中央アジア、東南アジア、中近東と五つのゾーンとな

り日本は中国、韓国、チャイニーズタイペイなどと東アジアゾーンに属しています。した

がってアジア選手権大会もフリー参加ではなく、各ゾーンで予選を勝ち抜いたチームが参

加できるというようになり、日本が属する東アジア大会も重要な位置づけとなりました。

オリンピックや世界選手権大会に出場するためには、予選となる各種地域ごとの国際大会

から参加しなければならない状況です。

つい先週ＦＩＢＡの全体会議に参加してきましたが、世界から４０カ国ほどが集まって

２０１６年のリオデジャネイロ・オリンピックの後、世界のバスケットボールをいかにし

てもっと発展させるのかが首題となりました。

その中で多く出された意見はＦＩＢＡの世界選手権、オリンピック、各ブロック大会を

はじめとするスケジュールが各国とも国内大会などと轄棲し日程的にどうにもならない状

況にある、ということでした。これらを打開するためにサッカーでいうワールドカップの

ような大会をイメージしながらＦＩＢＡの大会を組み直してはどうかという議論もなされ

ました。
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現在世界的な大会として、オリンピックは１２チームの参加枠、世界選手権は１６チー

ムの参加枠ですが､新しいワールドカップのやり方として全部で３２チームの参加枠とし、

参加する各国でホームａｎｄアウェイ方式による試合を展開するという構想です。

ＦＩＢＡ加盟国は自国のバスケットをいかに盛んにするのかといった問題を抱えており、

特に代表チームが自分の国内で公式国際ゲームをなかなか開催できないという悩みは共通

のようです。東アジアゾーンをみるとき、中国や韓国、チャイニーズタイペイなどホーム

andアウェイによる試合は、距離的にも近い場所で公式国際ゲームが開催されることにな

り、観客や代表チームにとってもそんなに費用がかからなくてすみます。
ただし国際ゲーム数が増加することに

電蕊~２－
一一

よって代表チームの選手構成に新たな問

題が発生することが心配され、サッカー

のようにリーグ戦の最中でも代表選手を

確保できる制度に移行する必要が生じま

す。

各国とも国内で公式国際ゲームが開催

できるとなればテレビ放映を始め国内の

ファンにアピールできる機会は増えます

が、一方では選手の確保など検討しなけ

ればならない問題も含んでいます。

ＦＩＢＡでは以上のことにつきまして

男子を想定しており、女子については当男子を想定しており、女子については当面現行のままと思われます。

今年日本における国際ゲームは男女とも３ゲームずつでしたが、どこの会場も満員の状

況でした。代表チームの国際ゲームを見られる機会が増えるということは、ファンにアピ

ールする場が多くなり、それがバスケットボールの発展につながるということです。

今、日本の世界ランキングは男子が３３位、女子が１５位で、アジアにおいてもトップ

になれていません。男子の場合３２チームによるワールドカップが行われるとすると、ラ

ンキングからみると出場はぎりぎりのところだと思われますし、世界的にみてやや低いレ

ベルのアジアでも勝てないということについては日本のバスケットボール界全体で検討し、

何としても打開しなければならない課題と云えます。

一方Ｕ－１８やＵ－１６といったアンダーカテゴリーの国際大会も多くなっていますが、

日本はこれらの大会においてはアジアでも好成績を残し、ここには将来に向かって明るい

材料もあります。特に若いうちから国際ゲームを経験することは将来の強化につながるも

のと思います。

このような'情勢の中で日本の現状をみますと、エンデバー計画による若いうちからの育

成強化に努めてきたことが、最近のアジアにおける大会の成績をみるとき確実に成果を上

げてきていると思われます。

しかし課題もあります。ひとつの例として小学生のバスケットをみてみますと、これま

ではバスケットボールが体育の正課として取り入れられていましたが、今後はそれがボー

ル競技へと変更になるようですし､先生方についてもバスケットを知らない方が多くいて、

なかなか指導が行きとどかないところもあります。更に中学へ進むと高校受験の準備や指

導者不足による影響などで、バスケットを楽しむと云う環境から遠ざかっていく子供たち
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が多くなっていく可能性があります。

また、現在指導者として日本協会に登録されている方は約１万２千名ですが、若いころ

から正しくバスケットを教えていくためには、この数を３万名から３万５千名にまで引き

上げるべく専門的指導者の育成が必要だと考えます。

その上でエンデバーは、今一度日本バスケットボール界全体で再検討しなければならな

い課題といえましょう。

世界的にみるとバスケットボール選手の身長が高くなっていて、男子では身長が１８０

センチ程度の選手はもっぱらガードのポジションですが、日本の多くのチームでは大きい

選手としてセンターなどインサイドのプレーばかり教えられて育てられます。

良い素質を持ったプレーヤーでもインサイドのプレーばかりしていては、成長してから

オールラウンドのプレーを要求してもなかなかできるものではありません。ミニのとき１

８０センチ程度の選手は将来２メートルくらいに伸びる可能性が大ですが、２メートルの

プレーヤーはアウトサイドからでもシュートを決められ、インサイドでもプレーできるオ

ールラウンドプレーヤーになる必要があります。過去アメリカが圧倒的に強い時期があり

ましたが、最近ではヨーロッパ勢が台頭して世界的にも強いという印象を与えています。

これとても各プレーヤーがオールラウンドでプレーし、２メートル以上のプレーヤーがア

ウトサイドからのシュートやドライブインをなんなくこなす、というプレースタイルが普

通になってきています。

これまで日本は平面的で速いバスケットを目指して強化してきましたが、このやり方は

国際的にだんだんと通用しなくなってきています。長身プレーヤーを含めてインサイド、

アウトサイドを問わずオールラウンドでプレーできるスタイルが最近の世界的な流れにな

っていることとディフェンスの工夫によって速いバスケットが止められてしまっているか

らです。

長身プレーヤーを含めた日本のオールラウンド化は、女子では１５歳くらいまで、男子

では１８歳くらいまでを対象として年代ごと、特にトップエンデバーをその対象にした強

化に努め、それらの指導者層についてもきちんと討議し、教育、育成、強化の組合せを一

貫させ、育成に何が必要なのかも再検討し、国際的に通用する選手を育てていかなければ

なりません。

日本人特有の繊密さという面ではまだまだ世界に誇れるところもあり、精神面､技術面、

フィジカル面を含めて若いうちから強化する素材作りは今年度から早速取り組む考えです。

今まで日本協会は財団法人として運営してきましたが、来年度に向けて公益法人化申請

を提出いたしました。公益法人になりますと都道府県協会が主体的傘下となっていわば株

主的な存在となり、評議員会は執行部を否認する権限も出てきますし、現在７７名の評議

員数も都道府県協会、各連盟、少数の学識経験者などで６０名位に減ることになります。

世界的に通用する代表チームのレベルアップとともに、大切なことは底辺を拡大するバ

スケットボールファミリーの充実だと思います。現在日本協会の登録人数は約６２万人で

すが、実際にバスケットをやっている方々はもっと多いと思いますので、更に登録人数を

増やしてファミリーの拡大を図るべきです。

本当に強い日本を作るためには都道府県協会を主体とした底辺拡大と、全体が納得でき

るような強化策を実現することが大事で、強化についても昔からいろいろと議論されてき

ましたが、それが絵に画いた餅ではなくて具体性ある施策とすることが重要なことだと思



診豆Ｚ：

最近の大きな課題は云うまでもなく新

トップリーグの立ち上げです。今専門機

関を設けて新リーグ立ち上げを進めてい

ますが、基本的な方向性は一致している

ものの具体化となるといろいろな障害が

でているのは事実であり難しい問題もは

らんでいます。しかしながら何とかこれ

を２０１２年中に意見一致して２０１３

年には具体化しなければなりません。

新トップリーグが出来ればメディアな

どの対応も変わってくると思われますし、

成功すれば日本のバスケットボール界が

発展の方向へ向かうと確信します。

います。

今日本協会の年間予算は約１２億円で１０年前の５億円と比べれば良くなっており、強

化費についても１～２億円から４～５億円に増えています。しかし環境が良くなってきて

いるのに結果が出ないことにつきましては遺憾に思っています。

ただ年間予算的にみればサッカーの１００億円程度に比べればバスケットはまだまだで

あり、底辺拡大と事業強化によって充実させなければならないと考えております。

一
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一
－戸■

メディアにアピールする対策を図った結果、今年度の全日本選手権大会でＮＨＫにはＢ

ｓを含めて準々決勝や準決勝からテレビ放映をしていただくことになり、これまでの男女

決勝戦のみの放映という状況からかなり前進しています。

これというのも新リーグの発足を含めたバスケットボール界の発展を期待されてのこと

ではないかと思っています。

日本のバスケットボールを将来へ向かって発展的な方向に進めたいと思いますので、是

非とも皆さん方のご協力をお願いしたいと思います。

交流会

講演会に続いて開催された交流会には樋口専務理事をはじめ会員多数が参加し、バスケ

ット談義が繰り広げられた。
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「東日本大震災」被災地復興支援

第Ｓう回天皇杯・第フ８回皇后杯

全日本総合選手権大会終わる

[編集部］

１月１日から東京体育館で開催された首記大会は３日に会場を代々木第一および第二体

育館に移し、５日以降代々木第一体育館にて合計男女６２試合が行われ、１月８日の女子

決勝戦、１月９日の男子決勝戦をもって幕を閉じた。

今回の大会においては昨年暮れの高校選抜大会に続いて、東日本大震災の被災地復興支

援を大会名に掲げて募金活動が展開され、著名選手やスタッフが連日募金箱を持って義援

金を募った｡この大会で集まった義援金は合計１，１３７，８９０円で被災地のバスケットボ

ール協会へ贈られる。

会期中いくつかの話題がマスコミに取り上げられ、またＮＨＫのテレビ放映が全部で１

０試合と従来と比べて大幅に増え、ファンにとって見応えのある試合も多かった。

すなわち男子では千葉ジエッツがｂｊリーグチームとして初参戦して３回戦まで勝ち進

みＪＢＬ７位のレバンガ北海道と対戦する一方、女子では神奈川県立金沢総合高校が高校

生としては４９年ぶりにベスト８に進出したことなどが挙げられる。

しかしながら試合ではこれからの課題も多々見られた。男子においては２Ｐシュートや

フリースロー成功率の低さが目立ち、女子では力の差が著しく一方的な展開になって、観

客の興味を殺ぐような試合があったことなどである。日本代表チームが国際舞台でよい成

績を上げるには、国内最高峰の大会といえるこの選手権大会で、もっと充実した試合内容

であって欲しいものであり、参加する各チームのレベルアップと奮起を期待したい。

更に審判についても問題がないわけではない。試合中ゲームコントロールが出来ないよ

うな状況がみられ、また判定がチグハグになるなど悪いところが目立つ。反省すべきは反

省して次に備えていただきたいものである。

男子天皇杯

男子でベスト８に残ったのはいずれもＪＢＬチームであり、学生陣の食い下がりが期待

されたが青山学院大学、拓殖大学、天理大学、東海大学の４校が３回戦まで勝ち進んだも

ののそこでＪＢＬチームに歯が立たなかった。学生チームは、若さを武器に走るバスケッ

トを目指して食い下がったが、ＪＢＬチームの外国人選手に阻まれてインサイドのプレー

が思うようにいかないのみならず、リバウンドを支配されてしまっていたことが痛い。

ＪＢＬチーム同士が戦った準々決勝ではリーグ戦で上位のチームが順当に勝ち準決勝へ

駒を進めた。

準決勝はトヨタ自動車対パナソニック、アイシン対日立の対戦となり好ゲームが期待さ

れたが、いずれも優勝への執念を燃やしたトヨタ自動車とアイシンが快勝して決勝戦へ進

出した。

決勝戦では第１ピリオドでアイシンがリードしたが、今期アイシンから移籍した竹内公

輔選手を擁するトヨタ自動車が第２ピリオド開始早々猛攻によって逆転し、前半で１２点

７
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リードし、後半一時アイシンに詰め寄られたがそのまま逃げ切った。トヨタ自動車は文字

通り全員バスケットで攻守ともに踏ん張り、アイシンの５連覇を阻止、５年ぶり２回目の

優勝を飾った。
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女子については外国人選手がいないためか話題性に富んだ試合が多くみられた。それは

若いチームの台頭である。大阪人間科学大学が３回戦でＷＪＢＬの新潟アルピレックスを

下してベスト８に進出、高校生チームの神奈川県立金沢総合高校がやはり３回戦で社会人

トップの秋田銀行を破ってこれまたベスト８に勝ち残ったのは立派。

長い間金沢総合高校前身の富岡高校時代から同校を指導してきた星沢監督は、この大会

をもって引退するとのこと、公立高校でも全国制覇するなど数々の功績を残しての引退が

惜しまれる。
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＜女子の結果＞
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粧品、デンソー、トヨタ自動車が準決勝へ進んだ。

準決勝ではデンソーが第３ピリオドまで６点差のビハインドを第４ピリオドに猛攻の末

逆転に成功、トヨタ自動車を下して始めて決勝へ進んだ。この試合、デンソーのセンター

で日本代表選手にも選ばれた高田選手は３２点を上げる大活躍で、インサイドプレーは勿

論のこと速攻でも得点をあげるオールラウンドのプレーで勝利に貢献したことが目立った。

決勝戦はＪＸ対デンソーの試合となったが、デンソーはＪＸの厳しいディフェンスにあ

ってリズムをつかむことが出来ず、前半でダブルスコアの２２点差となるＪＸの一方的な

試合となった。

ＪＸは４年連続１７回目の優勝を飾ったが、どの試合でもＪＸのディフェンスは他チー

ムとは比較にならないほど厳しい。メンバーが交替してもディフェンスだけは力を抜かな

い試合展開であり、バスケットの試合でディフェンスがいかに重要であるかのお手本を示

したかのようであった。
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表彰式

男女とも決勝戦終了後表彰式が行われ、優勝チーム準優勝チームの表彰とチーム強化のた

めの奨励金が授与された。また３位の２チームに対しても準決勝戦が終わった際に表彰が

行われ、同じく強化奨励金が贈られている。強化奨励金は優勝チーム５００万円、準優勝

チーム２００万円、３位チーム１００万円で平成２２年度から贈呈が始まっている。

４

写真提供ＪＢＡ

大会ベスト５

この大会で最も活躍した選手男女５名が大会ベスト５に選出され､個人表彰が行われた。

大会ベスト５は下記の通りだが、男子の竹内選手と桜木選手、女子の大神選手、渡嘉敷選

1０



手、吉田選手は昨年に続いての受賞で、変わらぬ活躍の裏には各選手とも普段のトレーニ

ングの努力があってこそであり、称賛の拍手を贈りたい。

男子

竹内公輔（トヨタ自動車アルバルク）

リッチー・フィリップ（トヨタ自動車アルバルク）

伊藤大司（トヨタ自動車アルバルク）

柏木真介（アイシンシーホース）

桜木ジェイアール （アイシンシーホース）

女子

大神雄子

渡嘉敷来夢

吉田亜佐美

高田真希

矢野良子

(ＪＸサンフラワーズ）

(ＪＸサンフラワーズ）

(ＪＸサンフラワーズ）

(デンソーアイリス）

(トヨタ自動車アンテロープス）

大会を振り返って

本誌では昨年この大会終了後、大会をよりよくするためにマスコミ経験者や学識経験者

を招いて、大会を振り返る座談会を開催しその内容を掲載したが、今回の大会運営におい

ては観客の入替え制を廃止するなど、改善されたところも多かった。

しかし冒頭でも述べた通り、今度はオンザコートで見苦しい場面がたびたび出てしまっ

たのは残念である。審判およびその運営（特別の判定に対する説明がないなど）に問題が

あるのは勿論だが、ベンチで指揮をとるヘッドコーチがたびたび判定に文句を言う態度も

反省して欲しいものである。

更に男子におけるシュート確率をみると、準決勝、決勝の３試合平均で、２Ｐシュート

４６％フリースローでは６４％である。厳しいディフェンスにより無理なシュートが多く、

低得点のゲームとなったことが原因と思われるが、少なくとも２Ｐシュートでは７０％以

上、フリースローでは９０％以上であって欲しい。

日本代表チームに名を連ね得る選手達なのだから、厳しいディフェンスに遭っても楽に

シュートが打てるようなオフェンスプレーを取得して、国際試合で当たり前のシュート確

率向上に向けて更なる努力をお願いしたい。フリースローの確率が低い故にファウルゲー

ムになりやすい一面もあり、試合の興味を失う結果につながるのだから。

また、大会のトップチームによる準決勝以降でも、１ゲームで７０点以下の得点しか上

げられないチームが多く見受けられた。２４秒ルールにより両チームそれぞれが８０点台

以上で勝敗を競うことこそ、バスケットボールゲームの醍醐味ではないだろうか。トップ

チームのスタッフおよび選手の奮起をお願いしたい。厳しいディフェンスが無理なシュー

トを誘い、その成功率を落として低得点になっている現状を是非とも打破して欲しい。

女子のベスト５に選ばれたデンソーの高田真希選手の話題が目立ったが、決勝戦ではＪ

ｘに徹底的に抑えられフリースローもなかった。日本代表選手の若手ホープなのだからチ

ームプレーだけでなく、自分で積極的に攻めてバスケットカウントのファウルを貰うくら

いの気概を見せて欲しいもの、更なる進化を期待したい。

以上
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「東日本大震災」被災地復興支援

ＪＸ－ＥＮＥＯＳウインターカップ２０１１

第４２回全国高校選抜優勝大会結果

［編集部］

首題の大会は昨年１２月２３日から東京体育館で開幕、最終日２９日まで連日相変わら

ず圧倒的な人気を集めて熱戦が繰り広げられた。

開幕早々の２３日から２５日までは４コートで並行して８チームが対戦するということ

もあり一時入場制限を行うほどの観客で、東京体育館は上階席まで満員の状況であった。

野球の甲子園に匹敵するほどの人気は、出場校地元の応援と試合に臨む高校生がひたむき

にプレーする姿をひと目見ようというファンが多いことを裏付けている。

大会は男子の九州延岡学園が大差で勝ち進む一方、女子は準々決勝以降の８チームが接

戦を演じ、それぞれ会場を盛り上げた。

選手としては下馬評に上げられた香川尽誠学園の渡遷雄太選手が、１９２ｃｍの身長な

がらでオールラウンドのプレーで観客を魅了した。

女子も１８０ｃｍある札幌山の手の長岡萌子選手と神奈川県立金沢総合の宮浬夕貴選手

が日本代表選手としての力量を見せた。

２８日の女子決勝戦では昨年度優勝し高校三冠を達成した北海道札幌山の手高校が日本

代表の長岡選手の活躍を武器に勝利を収め、２９日の男子決勝戦では本年度高校総体で優

勝した九州宮崎県の延岡学園高校が、２メートルを超える留学生１名のエントリーが認め

られなかったにも拘わらず、身長差とスピードある全員参加のプレーで、毎試合を圧勝し

て史上５校目の高校三冠を果たした。

関係する皆さんが指摘されるように、男子では２メートル、女子は１９０センチの選手

でもオールラウンドのプレーヤーに育って欲しいものであり、長身者を指導される方々に

おかれては念頭においた指導方法をお願いしたい。

男子

決勝戦での延岡学園は、香川県の尽誠学園に食らいつかれたが、留学生を擁して身長の

差をいかんなく発揮し、ペイントエリアを大幅に支配して８８対５５で勝利を収めた。決

勝戦のみの数字データをみても延岡学園が、２Ｐシュートでは４３％対３３％、リバウン

ドで５７本対４２本といずれも尽誠学園を上回っている。

敗れた尽誠学園は日本人選手だけのチーム編成で､中でも渡逼雄太選手の活躍が光った。

２回戦で留学生がいるシード校福岡第一を破り、準々決勝では京都洛南に１点差で勝利し

た。渡遜選手は準決勝でも留学生を含む沼津中央高校との試合で２０得点を上げ、前半１

６点のピハインドを除々に詰め、第４ピリオド残り２分に逆転し５点差で勝利を収める原

動力になった。

一昨年のこの大会で日本人選手だけで戦った仙台明成高校が優勝しているが、高校生に

おいては留学生がいないチームでもやりようによっては勝ち進めることを尽誠学園が再度

示してくれた。

1２
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写真提供ＪＢＡ

女子

女子決勝戦は札幌山の手が８０対７３で山形市立商業を下し、昨年大会に続いて２連覇

を達成した。高校生で日本代表選手に選出されている札幌山の手の長岡選手（１８０ｃｍ）

が大活躍、国際舞台を経0験しているだけあって競り合いに強く、決勝戦では実に３９得

点を挙げチーム総得点のほぼ半分を叩き出している。

山形市立商業も主力の大沼選手が２８得点、加藤選手が２２得点の活躍をみせたが、そ

れ以外の選手が振るわず涙をのんだが、最後まで強者札幌山の手と競り合ったのは立派。

決勝戦のシュート確率をみると、２Ｐシュートでは５３％対４６％、フリースローでも

４１％対３７％で札幌山の手がわずかに上回っていて、この差が勝敗を左右したと言って
いいだろう。

また、往年優勝常連の桜花学園高校は準決勝で優勝校の札幌山の手高校に３点差で惜敗

したが、その前の準々決勝ではインターハイ優勝校の神奈川県立金沢総合高校とシーソー

ゲームの末６点差で勝利している。Ｕ－１６日本代表選手でもある馬瓜エプリン（１８０ｃ

ｍ)を擁し､主将の三好南穂選手（１６７ｃｍ)の好リードと得点能力により優勝して当然と

思わせる素晴らしいものであった。桜花学園高校はチームとしてのみならず選手それぞれ

の今後が楽しみである。

指導される井上虞一先生におかれては、今後も世界に通じる多数の日本代表選手となる
プレーヤーを育成していただけるよう、更なる注力をお願いしたい。

写真提供ＪＢＡ
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